
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆妙高型イエナプラン教育(移行期)の軌跡 其の三◆ 
 

７月５日（水）、「明日の南小をつくる会」を開催。 

 

「明日の南小をつくる会」の趣旨は、保護者や地域の方々、学校職員と共に、よりよい

学校づくりを目指すことです。今回は、保護者の方から、「ぜひ、私たちも一緒にやれた

ら…」との有難いお言葉をいただき、事前に対話のテーマを検討していただきました。急

なご案内にもかかわらず、ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました。 

当日は、４つのテーマでワークショップ（対話）が行われ、以下のとおり保護者や地域

の方々から貴重なご意見等をいただきました。ご多用の中、多くの皆様からご参加いただ

き、ありがとうございました。 

 

 
１ 子どものメディアとのかかわり方 
○ゲームや TikTok、学習動画や AIドリル、料理や工作の制作動画など、子どもたちの生

活と電子メディアは切り離せないものになっている。 

○今までの２時間以内などと制限するのではなく、賢い使用者となるべく、「目を休め

る」「寝る時間の１時間前にはやめる」など、親も学校も指導したい。 
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２ 家庭学習の様子 
○家庭学習に意欲的に進んで取り組んでほしいと願っている。実態としては、漢字をただ

ノートに書くだけで覚えていなかったり、自分の好きな学習だけを選んで取り組み偏り

があったりしている。 

○学力をつけるためにも苦行は必要であるが、幅広く課題を選択し、学校でも発表の場等

があると意欲につながるのではないか。 

○保護者も今学校で学習している内容を把握したり、一緒に寄り添って学習したりするた

めに、教科書を持ち帰ってほしい。 

 
３ イエナプランのメリット、デメリット 
○一人一人をちゃんと見守って、それぞれにあった 

教育ができる。  

○異学年で交流することで、協力したり、助け合っ 

たりできる。 

□イエナプランの勉強会がしたい。 

▲子どもの意欲の維持が、大変ではないか。  

▲学習ができているように見えても、身に付いてい 

るか不安である。 

▲中学校への接続が心配である。  

 

４ ＰＴＡ活動を楽しくするには 
○保護者同士のつながりを強くしたい。 

子どもの学年が異なる保護者間、また、学区外から入学・転入した保護者と学区内の保

護者間で互いの顔や名前を知らない方がおられる。保護者同士の仲を深めるためにも、関

係づくりを目的とした会合があるとよい。 

○「やりたい」事業を創造したい。 

 「例年やっているから」との理由で、目的意識の薄い活動を「やらされ」ている感じを

もっている。これまでの活動を一旦、リセットして、子どものためになる活動や保護者の

教養を深める活動を自分たち自身で提案・実行する仕組みづくりができるとよい。 

  

◆今後、対話の内容を踏まえた具体的な方策等について検討していきます。 

 「一人の百歩よりも百人の一歩」です。 

   


